
ふるさと麻生の昔と今を思う ～川崎市制百年を期して～

中山茂 (ふ る里を語る柿岡塾前会長)

令和 7年 1月 26日 13:30～ 15:30

はなしの概要

1 はじめに

2 川崎市誕生と当時の柿生村

3 柿生村が川崎市に編入されたころ

4 戦後 10年 日本の社会は新時代へ

5 麻生区誕生は地域発展の証し

6 ふる里柿生の音と今を思う

1 禅寺丸柿は郷土最大の遺産
2 日常的に呼び慣わされていた屋号
3 冠婚葬祭を仕切った組合 (近所同士の地縁組織)
4 祖父母による囲炉裏端の話し
5 日本音ばなし絵本に感銘した経験
6 神社での出征兵士の壮行儀式
7 村最大の行事、豊作を祝う村祭り
8 分教場の思い出
9 子どもたちのお楽しみ十五夜、十三夜のお月見
10 戦後復活した草野球の楽しみ

11 生活様式の変化 (馬力人力から機械の時代へ)
12 教育、文化、芸術、スポーツの充実

7永遠のふる里
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